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会長報告 長友芳郎会長 

■世界中で大きな災害が最

近頻発していますが、トルコの

地震に続きリビアでの洪水で 2

万人規模の犠牲者が出ている

模様です。

国際赤十字・赤新月社連盟

からの情報とありました。 

赤十字は皆さん同様承知していますが赤新月は初めて耳

にする言葉で調べて見ますと世界の赤十字社・赤新月社

は現在、191 の国と地域に広がっています。各国の赤十

字社・赤新月社は「命と健康を守る」「苦痛を軽減する」

「人間の尊厳を守る」という目的のために幅広い活動を行

っています。 

(日本赤十字)より転載 

地域の違いにより 3 つのマークが使われているようです。 

赤十字、赤新月、レッドクリスタルです。 

いずれも共通の同じ目的の連合の世界最大の人道支援

団体です。 

これらのマークは赤十字意外の民間の病院や薬局などで

むやみに使用する事は禁止されています。 

幹事報告   川上 勉 幹事 

❖10月は「地域社会の経済発展月間」と「米山月間」とな

っております。宜しくお願い致します。

・米山奨学会寄付：20,000 円（特別）以上

・ロータリー財団寄付：＄150（年次） ＄30（Polio+）

※1＄=146 円（9 月 Rate） 26,280 円以上

❖2023.11.04(土)-05(日)に架けて次のとおり地区大会

が開催されます。全員出席でお願いします。 

2023.11.05：本会議 点鐘 8 時 42 分 大懇親会 閉会

12 時 50 分 水戸市民会館（グロービズホール） 

❖2024-25 年度大髙司郎 GE「2024-25 年度 RLI ファ

シリテーター候補者推薦のお願い」をお預かりいたしました。

❖本年度より、すべてのロータリーの研修はラーニング（学

び）に名称が変更されます。

❖ハイライトよねやま 282 号 2023.09.13 発行ができま

した。送信致します。

❖2023-24 年度「会長賞」に向けて、当クラブは目標設

定が１件のみとなっているようです。対応をお願いします。

第 1183 例会報告（2023.09.15） 

点  鐘 会長 長友芳郎 

国歌斉唱・R ソング それでこそロータリー 

本日のプログラム 私の職場 鈴木会員 

ゲスト ・ ビジター なし 

基本的教育と識字率向上・ロータリーの友月間 

■出席状況

会 員   9 名 
出席率 100.00% 

出 席 者  7 名 

出席免除  0 名 Make-up 2 名 

定款第10条(第6-7節除く) 伊藤会員・川上会員 

■ニコニコボックス

目標額 (本年度) 400,000 円 

実績額 本日/累計 10,000円 116,000円 

■MESSAGE

長友会長 鈴木さん 卓話よろしくお願いします 

荒木会員 今日は好天、楽しみましょう 

海老原会員 ９月15日の誕生花：赤いダリア（花言葉「華麗」） 

松山会員 
いつまでも暑いです。SDGsのエントリーが整いま

した。 

横山会員 あわただしい毎日です 

■今後の予定

10/01．日 地区奉仕PJTリーグセミナー (H日航つくば) 

10/07．金 《定款第8条第1節d(1)》スポーツの日10/09 

10/15．日 ふれあい広場 2023 奉仕PJT委員会 

11/04．土 地区第１回会長幹事会 (水戸新市民会館) 

11/05．日 第2820地区 地区大会 (水戸新市民会館) 

11/10．金 夜間移動例会 R財団 家族親睦会 

12/10．日 Xmas Drop 梱包作業 姉妹クラブ調印式 

≪例会の欠席は、水曜日 AM 10:00 までに川上幹事 
TEL 090-3497-0383 に連絡して下さい。≫ 

【通常例会 10.06】 

特別月間 
（龍ケ崎観音の歴史） 

奉仕PJT委員会 

【通常例会 09.29】 

SDGsコンテスト 
（審査会） 

奉仕PJT委員会 

本日のプログラム 次回のプログラム 

会  長：長友芳郎  幹 事：川上 勉 連絡先：ＴＥＬ 0297-64-3956   ＦＡＸ 0297-64-3978  http://rcrc.web5.jp 
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 本日のプログラム  

私と職場 

鈴木夕里子会員 

今年度より龍ケ崎中央ロータリーに入会させて頂き、皆

さんから多くの学びを得な

がらロータリーの一員として

尽力していきたいと思って

います。よろしくお願いいた

します。 

さて、本日は私が勤める

「社会福祉法人山ゆり会 

まつやま保育園グループ」についてお話させていただきま

す。 

 当グループは 1985 年に松山美法が自宅を開放し

「保育室まつやま」として一人のお子さんを受け入れたこと

からスタートしました。徐々に人数が増えていく中で認可保

育園の必要性を感じ、1994 年に守谷町（現在：守谷市）

に第 1 号私立保育園となる「まつやま保育園」を開園しま

した。その後、龍ケ崎市と守谷市に２園ずつ開園し、現在

５園で運営しています。 

 現在、日本の“少子化”問題は多くのメディアで取り沙

汰されていますが、コロナも影響してかその速度は政府の

予想を大きく上回り、2022 年度の出生数は早くも 80 万

人を切り 77 万人と、私が生まれた 40 年前と比較すると

約半数まで減ってきています。我が龍ケ崎市も同じく減少

傾向にあり、2022 年の出生数は 306 人、そして私が勤め

るまつやま大宮保育園がある大宮地区に住む０～４歳の

子どもたちは現在たった 50 人しかいないそうです。状況は

本当に深刻でありますが、そんな中でも園を存続させてい

くために、より良い保育の提供と県外にも目を向けた広報

活動に力を入れているところです。具体的な広報活動とし

ましては、SNS を活用しての園（法人）紹介、乳幼児向け

イベントの開催、子育て支援活動及びマタニティ活動の充

実（助産師とのコラボ）等です。 

また、スタッフが気持ちよく働けることが子どもたちへの

丁寧なかかわりに繋がると信じ、スタッフの声を聞くことを

大切にしながら、福利厚生の充実など働きやすい環境作

りにも注力しているところであります。 

モットーである“遠くても、通いたい保育園。”であり続け

られるよう、これからも精進していきたいと思います。 

 
 

 
 
 

ロータリーの友月間 

1952 年（昭和 27 年）4 月、第 60 区の大会が開催 さ

れ、新年度から日本の地区は東日本と西日本の二つに

分割が決定。この地区大会では、日本の 2 地区で共通の 

雑誌を発行することが決定した。「ロータリーの友」は、これ

までともに活動をしてきた日本のロータリアンが、分割され

てからも緊密に連絡を取り合い、情報を共有するための機

関紙として企画されたものである。現在、RI よりロータリー

地域雑誌に指定され、ロータリークラブ会員は購読義務が

ある。国内の活動、RI の活動や方針の紹介を中心に、会

員同士の意見交換、地区大会の講演や卓話の要旨など

を掲載している。2013 年の規定審議会の結果、RI が指

定した地域雑誌を各会員は、郵送で送られる印刷物か、

インターネットを通じた電子版のいずれかの選択肢を選べ

るものとなった。日本では、2014 年 1 月よりロータリーの

友電子版が開始された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


